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 すべての事象には、一方（自分側）から見た現象と、他方（他者側）から見た現象
が存在します。今回のパリのテロ攻撃は残虐なものですが、他方でわれわれはシリア
で実際に何が行われているのかについての情報をもっていません。実際の爆撃がどの
ような被害や「成果」を生んでいるのか、アメリカ、フランス、イギリス、ロシアが
いったいどのような活動をしているのか、なぜ IS という残虐な組織が生まれ、誰が
どのように支援しているのか。いったい、シリアで使われている武器は、どのように
運ばれ、誰がそれを仲介しているのか。これらの本当に重要な事柄について、ほとん
ど情報がありません。 
 
 もしかして、IS はアメリカがイラク統治に利用しようとして組織した部隊の一部
が遊離したものではないか等々、疑問は尽きません。 
 
 しかし、本邦のメディアはもちろん、国際メディアもこのような最前線のニュース
を伝えることはありません。CNN 経由のニュースしかみれなければ、アメリカ映画
のような単純な白か黒かの、勧善懲悪のストーリーを見せられているだけです。 
 
 今時の欧州への大量の難民・移民の移動でも、誰が密航を組織しているのか、誰が
資金を出しているのかというニュースはほとんどありません。ヴェトナム戦争の時に
は、命を賭けて取材したニュースが流れてきたものですが、今は大国が流すニュース
しか目にすることができません。 
 
すべての事象について、もっと頭を使って、思いをめぐらすことが必要ではないで
しょうか。集団的自衛権を背景に、日本が有志連合のなかで、もっと軍事的に貢献す
べきだなどという短絡的な議論が、日本で蔓延しないことを祈ります。 
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